
１　総括   

 (1) 人件費の状況（普通会計決算）

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

　　

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。
      ２　職員数は、１８年４月１日現在の人数である。

(3) 特記事項
H18.10.1に榛名町と合併

(4) ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

（注）１ ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数である。
 　　　

　　　２　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものである。

【参考】地域手当補正後ラスパイレス指数（平成19年4月1日現在）　９９．５　　

（注）Ｈ19.4.1現在における団体の支給率と国基準の支給率により算出したもの

※「地域手当補正後ラスパイレス指数」とは、地域手当を加味した地域における国家公務員と

　地方公務員の給与水準を比較するため、地域手当の支給率を用いて補正したラスパイレス指

　数である。
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２　職員の平均給与月額、初任給等の状況
 (1) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（１９年４月１日現在）

　　 ①一般行政職

歳 円 円 円

歳 円 円 円

歳 円 円

歳 円 円 円

　　 ②技能労務職

高崎市 259 人 円 円 円

93 人 円 円 円 調理士 42.3 歳 円

56 人 円 円 円 廃棄物処理 43.3 歳 円

67 人 円 円 円 用務員 53.9 歳 円

43 人 円 円 円

群馬県 223 人 円 円 円

国 円 円

類似団体 286 人 円 円 円

公務員 民間

（Ｃ） （Ｄ）

高崎市

円 円

円 円

円 円

※民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用している。（平成16～18年の3ヶ年平均）

※技能労務職の職種と区分の職種等の比較にあたり、年齢、業務内容、雇用形態等の点において完全に一致しているものではない。

　期末・勤勉手当、民間においては前年に支給された年間賞与の額を加えた試算値である。

　　 ③教育職

歳 円 円

歳 円 円

歳 円 円

（注）１　「平均給料月額」とは、１９年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均である。
      ２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間　　　　　 
　　　　外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査にお
　　　　いて明らかにされているものである。　

　　　　　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、　　　

　　　　特殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再

　　　　計算したものである。

－

－ － － －
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－ －
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（2) 職員の初任給の状況（１９年４月１日現在）

円 円 円

円 円 円

円 円 円

（3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（１９年４月１日現在）

円 円 円

円 円 円

円 円 円

一般行政職

経験年数２０年

大　学　卒一般行政職

区　　　　分

352,606

304,579

294,200

213,060

296,083

高　校　卒

高　校　卒 256,571

経験年数１０年

高　校　卒

145,100

138,400

経験年数１５年

272,100

378,069

135,600137,300

342,549

国群　馬　県高　崎　市

175,300 170,200170,200

高　校　卒

138,400

大　学　卒

区　　　　　分

技能労務職

技能労務職

141,700
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３　一般行政職の級別職員数等の状況
（1) 一般行政職の級別職員数の状況（１９年４月１日現在）

（注）１　高崎市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。

      ２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

  

　 （注）平成１８年に９級制から８級制に変更している。（旧給料表の３級及び４を統合）　

（2) 昇給への勤務成績の反映状況

部 長

構成比標準的な職務内容

地方公務員法第４０条に基づき、毎年１０月１日を評定日として、部長、課長を除く職員に対して勤務成績
の評定を実施している。昇給時に、評定結果を反映させている。

１　　級

166

　　　　　　　　人

26

　　　　　　　　人

　　　　　　　　人

　　　　　　　　人

３　　級

課 長 補 佐

主 事２　　級

５　　級

主 事 等
1.8

主 任
498

　　　　　　　　％

４　　級 係 長

30

　　　　　　　　人

　　　　　　　　％

307 20.7

　　　　　　　　％

　　　　　　　　人

　　　　　　　　％

335 22.6

　　　　　　　　人

24

　　　　　　　　％
６　　級

８　　級

課 長

課 長７　　級

区　　分 職員数

6.4

2.0

　　　　　　　　人

　　　　　　　　％

1.6

　　　　　　　　％

94

11.2

　　　　　　　　％

33.6

１級4.4%１級1.7%１級1.8%

２級
16.5%２級

13.2%
２級
11.2%

３級
17.3%

３級
32.8%

３級
33.6%

４級
12.0%

４級
19.8%

４級
22.6%

５級
20.1%

５級
22.0%

５級
20.7%

６級6.5%

６級19.2%

６級6.4% ７級6.1%
７級2.0% ７級2.3% ８級2.5%

８級1.6% ８級1.7% ９級1.9%
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４　職員の手当の状況

（1) 期末手当・勤勉手当

千円 千円

（18年度支給割合） （18年度支給割合）

期末手当　　　　　　　 勤勉手当 期末手当 　　　　　　 勤勉手当 期末手当 　　　　　  勤勉手当

 月分  月分  月分  月分  月分  月分

（ ）月分 ( ）月分 （ ）月分 ( ）月分 （ ）月分 ( ）月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算　　　　５～２０％ ・役職加算　　　　　　５～２０％ ・役職加算　　　　５～２０％

・管理監督者加算　１５～２５％ ・管理者加算　　１０～２５％

（注）　(  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

【参考】勤勉手当への勤務成績の反映状況（一般行政職）
③適用できる職員の割合

２．100分の15以下

３．－

４．制限なし

５．制限なし

（2) 退職手当（１９年４月１日現在）

（支給率）　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年 （支給率）　　　　　　　 自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分

その他の加算措置 その他の加算措置

（退職時特別昇給　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１人当たり平均支給額　　 千円 千円

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、18年度に退職した職員に支給された平均額である。

 (3) 地域手当

（１９年４月１日現在）

千円

千円

％ 人 ％

(２２年度の制度完成時）

％ ％

（注）国の制度では、平成22年度での完成を目指して、平成18年度                                                     

　　　　から支給率を段階的に引き上げることとしている。       
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1.6

1.45

0.75

３…±0月

3.0

1.6

１…＋0.2月

２…＋0.1月

国

1,966
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41.34

59.2859.28 47.50

41.34
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47.50

33.50

４…－0.1月４．やや劣っている
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23.50 30.55

96,535
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１人当たり平均支給額（18年度）

３．良好である

23.50

５．劣っている ５…－0.2月

59.28

33.50

群　　　　　馬　　　　　県

24,596

2

支給職員１人当たり平均支給年額（18年度決算）

支給実績（18年度決算）

2,220高崎市

1.45

1.6

3.0

高　　　　　崎　　　　　市

0.75

30.55

支給対象職員数

59.28

２．優れている

支給率

国高　　　　　　　　　　　崎　　　　　　　　　　　市

3 3

支給対象地域

支給対象地域

国の制度（支給率）

2

国の制度（支給率）

―

（18年度支給割合）

１人当たり平均支給額（18年度）

②支給率①成績の判定

1.45

１．「２」の区分に該当する職員のうち100分の20以下

1,684

支給率

高崎市

1,907

１．極めて優れている

59.28
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 (4) 特殊勤務手当（１９年４月１日現在）

千円

　円

　％

 (5) 時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

251,126

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 18 年 度 決 算 ）

支 給 実 績 （ 18 年 度 決 算 ）

水質等試験手当

清掃業務手当

災害業務手当

税務手当

手当の名称

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 17 年 度 決 算 ）

9種類

左記職員に対する支給単価

86,992

11.0

1回　5,000円

1回　2,000円

日額　300円

日額　800円

支 給 実 績 （ 17 年 度 決 算 ）

浄水場等業務手当

支給実績（18年度決算）

用地取得等交渉業務手
当

土木業務手当

行旅病人及び行旅死亡
人取扱手当

道路等における犬、猫等の死体
処理の業務に従事した職員

生活保護、障害者福祉又は児童
福祉に係る現業を行う職員

災害の拡大を防止するために行
う災害応急対策又は応急的な災
害復旧の業務に従事した職員

納税課

環境政策課

日額　200円

21,748

日額　500円

主な支給対象職員

職員全体に占める手当支給職員の割合（18年度）

社会福祉業務手当

主な支給対象業務

清掃管理課

徴税の事務に従事した職員

201,175

89

月額　5,000円

日額　200円

日額　700円

1回　100円加算

手当の種類（手当数）

支給職員１人当たり平均支給年額（18年度決算）

日額　200円

日額　200円

118

建設課

市街地整備課

道路維持課

清掃管理課

清掃管理課

社会福祉課

社会福祉課

社会福祉課

道路、橋りょう、河川等の補修又
は舗装の業務に従事した職員

土地の取得等の交渉業務に従事
した職員

浄水場、水源等で塩素等危険物
の取扱業務に従事した職員

河川の水、工場排水その他有害
物質の採取又は分析試験の業務
に従事した職員

夏季期間(6月1日から9月30日ま
でをいう。以下同じ。)以外の期間
にごみ収集又はごみ処理の業務
に従事した職員

夏季期間にごみ収集又はごみ処
理の業務に従事した職員

行旅死亡人の取扱業務に従事し
た職員

行旅病人の救護業務に従事した
職員
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（6) その他の手当（１９年４月１日現在）

円

円

円

円

円

円

同じ

国の制度

管理または監督の地位
にある職員に対して職務
の特殊性に基づき支給

１　配偶者　月額13,000
円
２　扶養親族たる父母等
6,500円(職員に配偶者
がない場合にあってはそ
のうち1人については
11,000円)
扶養親族である子のうち
に満15歳に達する日後
の最初の4月1日から満
22歳に達する日以後の
最初の3月31日までの間
にある子についてはそれ
ぞれ5,000円を加算

千円

千円

151,324

56,8255,171

千円

千円

157,065

477,287

35,851

祝日法による休日等及
び年末年始の休日等に
おいて、正規の勤務時
間中に勤務することを命
ぜられた職員には、正規
の勤務時間中に勤務し
た全時間に対して勤務1
時間当たりの給与額に
100分の135を乗じて得
た額を休日勤務手当とし
て支給

内容及び支給単価

宿日直勤務を命ぜられ
た職員が勤務した場合
に支給
日直手当　4,200円

国の制度と

同じ

一部異なる

一部異なる

同じ

住居手当

手　当　名

扶養手当

１　月額12,000円を超え
る家賃を支払う職員に家
賃月額により月額27,000
円を限度に支給
２　自己の所有する住宅
月額4,500円

との異同

宿日直手当 同じ

通勤手当

管理職手当

休日勤務手当

257,832

（18年度決算）

280,558

145,086

11,293

異なる内容
（18年度決算）

支給職員１人当たり

自己の所有
する住宅の
支給額

千円

千円

交通用具使
用者の支給
額

817,273

98,846

支給実績

１　交通機関利用者
　運賃相当額を支給（月
額55,000円を限度）

２　交通用具使用者
2km以上5km未満
4,500円
5km以上10km未満
5,500円
10km以上15km未満
8,500円
15km以上20km未満
11,600円
20km以上25km未満
14,600円
25km以上30km未満
17,600円
30km以上35km未満
20,700円
35km以上40km未満
23,700円
40km以上45km未満
26,800円
45km以上50km未満
29,800円
50km以上
32,800円

平均支給年額
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円

５　特別職の報酬等の状況（１９年４月１日現在）

円 円／ 円

（ 円 ）

円 円／ 円

（ 円 ）

円 円／ 円

（ 円 ）

円 円／ 円

（ 円 ）

円 円／ 円

（ 円 ）

月分

　　 （算定方式） （１期の手当額） （支給時期）

1,100,000円×在職月数×0.5 退職時

880,000円×在職月数×0.3 退職時

(注）１　給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額である。                         

     ２　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年＝４８月）     

           勤めた場合における退職手当の見込額である。                                 

千円

管理職員が臨時又は緊
急の必要その他の公務
の運営の必要により週休
日又は祝日法による休
日等若しくは年末年始の
休日等に勤務した場合
に給する。

部長　10,000円
課長　8,500円
課長補佐　7,000円
係長　6,000円

管理職員特別
勤務手当

（参考）類似団体における最高／最低額

736,8001,130,000市 区 町 村 長

同じ 20,3662,729

　　（18年度支給割合）

4.45

議 員

　　（18年度支給割合）

605,000

議 長

副 議 長

副 議 長

期
末
手
当

議 長

副 市 長

議 員

報

酬 570,000

880,000

給

料 副 市 町 村 長

851,000 536,000

副 市 長

区　　　分 給 料 月 額 等

769,000

退
職
手
当

備　　　　考

市 長

1,100,000

635,000

26,400,000円

12,672,000円

468,000

680,000 433,400

950,000 722,500

市 長
4.45 月分

8



６　職員数の状況

（1)部門別職員数の状況と主な増減理由
（各年４月１日現在）

人口1万人当たり職員数 　　 人

（類似団体の人口1万人当たり職員数 人）

人口1万人当たり職員数 　　 人

（類似団体の人口1万人当たり職員数 人）

人口1万人当たり職員数 　　 人

（注）１　職員数は一般職に属する職員数である。
　　　２　[     ]内は、条例定数の合計である。

（2)年齢別職員構成の状況（１９年４月１日現在）

　

202

普
通
会
計
部
門

会
計
部
門

公
営
企
業

水道

教育部門

一
般
行
政
部
門

議会

農林水産

衛生

浄水場委託拡大
下水道

8 合併による増9183

14

1
△ 1

97
85

2,269 156

△ 1

計 1,468 1,610 142
＜参考＞

47.19

46.87

10
商工 37 43 6

55
労働 4 4 0

民生 359 391
143

主 な 増 減 理 由

32

△ 1
26 合併による増・電算業務委託拡大

273

2,542

[    2,630   ］ [   180  ］ 74.50

59歳

301

55歳43歳 以上

人 人

51 135

296

150 205

70 80

645 659

2,113

その他

職員数
3221

人 人 人 人人 人

261 222

人

224

人

47歳 51歳

56歳

計

～ ～ ～

[    2,450  ］

265

60歳52歳

8

合　　計

24歳

～

40歳

～ ～

36歳32歳

～ ～

27歳 31歳 39歳35歳

158

164
＜参考＞

＜参考＞

15

合併による増・ごみ収集業務委託拡大

合併による増
合併による増

28歳

小　計

96
86

2,378

小　計

19 18

税務

土木 297

総務 389 415

区　分

未満

～

20歳 20歳

23歳

2,542400 410 13

　　　　　　　　区　　分

　部　　門 平成19年平成18年

対前年
増減数

～

人 人 人

職 員 数

44歳 48歳

67.73

66.50

合併による増・総合福祉センター開設
合併による増

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

構成比

５年前の構成
比

%
（例）
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(3)定員管理の数値目標及び進捗状況

①平成１７年４月１日～平成２２年４月１日における定員管理の数値目標

人 人 人 ％

（参考）高崎市経営改革実施計画改訂版（高崎市集中改革プラン）

  　における定員管理の数値目標（数・率）

②定員管理の数値目標の年次別進捗状況（実績）の概要

（各年４月１日現在）

（注）１　計画期間は、１７年～２２年の５年間である。
      ２　（　％）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示す。
　　　３　増減は、各年の欄にあっては対前年比の職員増減数を、計の欄にあっては計画1年目以   
  　　　降現年までの職員増減数の累計を示す。                                              

　　　４　一般行政の職員数に公営企業職員を含む

△ 43 △ 191

2,542

△ 56

数値目標

191

純減数

△ 23

2,473

△ 44

平 成 17 年 4 月 1 日 平 成 22 年 4月 1日

職員数 職員数

計画期間

始　期 終　期

2,621

一般行政

１年目

１９年

２年目

2,598

　　　　　　　　　区　　分

部　　門

１８年

純減率

数値目標

7.3

（参考）

△ 25

2,4302,517

平成22年4月1日

職員数

１７年

2,621

増減

職員数

増減

平成17年4月1日

計

計画始期

-
△79（41.4%）

-

５年目

１７～１９年

計

２１年 ２２年

３年目

２０年

2,430

４年目

削減数191人
削減率7.3％

2,430
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７　公営企業職員の状況

　(1)　水道事業

  　① 職員給与費の状況

ア　決算

職員給与費 　（参考）

　　

（注）１　職員手当には退職給与金を含まない。
      ２　職員数は、１９年３月３１日現在の人数である。

イ　 特記事項

H18.10.1に榛名町と合併

② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（１９年４月１日現在）

歳 円 円

歳 円 円

（注）平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。  

 ③ 職員の手当の状況

ア　期末手当・勤勉手当

千円　 千円　

（１８年度支給割合） （１８年度支給割合）

　　　　　　　　期末手当　 勤勉手当 　　期末手当　 勤勉手当

 月分  月分  月分  月分

（ ）月分 （ ）月分 （ ）月分 （ ）月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

（注）　(　  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

イ　退職手当（１９年４月１日現在）

（支給率）　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年 （支給率）　　　　　　　 自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分

その他の加算措置 その他の加算措置

（退職時特別昇給　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ） （退職時特別昇給　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

１人当たり平均支給額　　 千円 千円 １人当たり平均支給額 千円 千円

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、１８年度に退職した職員に支給された平均額である。

16,217

59.28 59.28

定年前早期退職特例措置　2～20％

0 24,024

33.50 42.12

47.50 59.28

・役割加算　　５～２０％

高　　　　　　　　　　　崎　　　　　　　　　　　市 市町村平均（政令指定都市を除く）

23.50 27.30

1.6 0.75 - -

1,732 1,785

3.0 1.45 -

高　　　　　　　　　　　崎　　　　　　　　　　　市 市町村平均（政令指定都市を除く）

１人当たり平均支給額（１８年度） １人当たり平均支給額（１８年度）

団 体 平 均 45.3 375,666 572,943

高 崎 市 47.5 390,581 595,583

　　　　　　区　　分 平　均　年　齢 基本給 平均月収額

192,254 728,977 7,147 6,895102 466,146 70,577

　　　　　千円 千円 千円 千円18年度 人 千円 千円

（参考）市町村平均

　　　　　　Ａ 給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 　　計　　Ｂ 　　　　給与費 　　B/A 一人当たり給与費

区　　分 職員数 給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費 一人当たり

％ ％

13.9 14.16,116,026 252,080 853,054

18年度 　　　　千円 千円　 千円　

Ａ  Ｂ　 　　　　　　Ｂ／Ａ

総費用に占める

める職員給与費比率

職員給与費比率 17年度の総費用に占

区　　分 総費用 純損益又は実

　質収支

－

-

－

－

－

－

－

－

－
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ウ　地域手当

（１９年４月１日現在）

千円

   円

％ 人 ％

（２２年度の制度完成時）

％ ％

（注）国の制度では、平成22年度での完成を目指して、平成18年度から支給率を段階的に引き上げることとしている。                               

エ　特殊勤務手当（１９年４月１日現在）

千円

　円

　％

災害業務手当

災害の拡大を防止する
ために行う災害応急対
策又は応急的な災害復
旧の業務に従事した職
員

日額　500円

下水処理業務手当 水質浄化センター

1　夏季期間(6月1日から
9月30日までをいう。以下
同じ。)以外の期間に下
水終末処理場若しくは下
水中継ポンプ場の下水
処理又は公共下水道管
渠等のしゅんせつの業
務に従事した職員

日額　700円

2　夏季期間に下水終末
処理場若しくは下水中継
ポンプ場の下水処理又
は公共下水道管渠等の
しゅんせつの業務に従
事した職員

日額　800円

水質等試験手当
各上下水道事務所
維持管理課

下水等の水質試験又は
これに伴う汚水、汚泥の
採取等の業務に従事し
た職員

日額　200円

浄水場等業務手当 浄水課水源
浄水場、水源等で塩素
等危険物の取扱業務に
従事した職員

日額　200円

修繕等業務手当
各上下水道事務所
給水課維持管理事務所

給配水管等の修繕又は
漏水調査の業務に直接
従事した職員

日額　200円

料金等徴収・停水業務手当 各上下水道事務所

水道料金等の滞納整理
又は給水停止処分の執
行の業務に従事した職
員

日額　300円

用地取得等交渉業務手当
土地の取得等の交渉業
務に従事した職員

日額　200円

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価

職員全体に占める手当支給職員の割合（１８年度） 30.4

手当の種類（手当数） 7種類

支給実績（１８年度決算） 692

支給職員１人当たり平均支給年額（１８年度決算） 22,323

支給対象地域 支給率 一般行政職の制度（支給率）

高崎市 3 3

高崎市 2 97 2

支給職員１人当たり平均支給年額（１８年度決算） 46,524

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 一般行政職の制度（支給率）

支給実績（１８年度決算） 4,792
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オ　時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

（注） 時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。

カ　その他の手当（１９年４月１日現在）

円

円

円

円

円3,327 千円 332,700宿日直手当

宿日直勤務を命ぜられ
た職員が勤務した場合
に支給
日直手当　4,200円

同じ

22,975 千円 696,212管理職手当

管理または監督の地位
にある職員に対して職務
の特殊性に基づき支給

同じ

6,796 千円 89,421

通勤手当

１　交通機関利用者
　運賃相当額を支給（月
額55,000円を限度）

２　交通用具使用者
2km以上5km未満
4,500円
5km以上10km未満
5,500円
10km以上15km未満
8,500円
15km以上20km未満
11,600円
20km以上25km未満
14,600円
25km以上30km未満
17,600円
30km以上35km未満
20,700円
35km以上40km未満
23,700円
40km以上45km未満
26,800円
45km以上50km未満
29,800円
50km以上
32,800円

一部異なる
交通用具使
用者の支給
額

6,887 千円 78,115

住居手当

１　月額12,000円を超え
る家賃を支払う職員に家
賃月額により月額27,000
円を限度に支給
２　自己の所有する住宅
月額4,500円

一部異なる
自己の所有
する住宅の
支給額

（18年度決算）

扶養手当

１　配偶者　月額13,000
円
２　扶養親族たる父母等
6,500円(職員に配偶者
がない場合にあってはそ
のうち1人については
11,000円)
扶養親族である子のうち
に満15歳に達する日後
の最初の4月1日から満
22歳に達する日以後の
最初の3月31日までの間
にある子についてはそれ
ぞれ5,000円を加算

同じ 16,919 千円 222,618

支給職員１人当たり
手　当　名 内容及び支給単価 （18年度決算） 平均支給年額

一般行政職
の制度との
異同

一般行政職
の制度と異
なる内容

支給実績

支 給 実 績 （ 17 年 度 決 算 ） 10,850

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 17 年 度 決 算 ） 111

支 給 実 績 （ 18 年 度 決 算 ） 8,129

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 18 年 度 決 算 ） 77
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円

④定員管理の数値目標及び進捗状況
→６（３）②を参照

管理職員特別
勤務手当

管理職員が臨時又は緊
急の必要その他の公務
の運営の必要により週休
日又は祝日法による休
日等若しくは年末年始の
休日等に勤務した場合
に給する。

部長　10,000円
課長　8,500円
課長補佐　7,000円
係長　6,000円

同じ 62 千円 7,750
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　(2)　公共下水道事業（特定環境保全公共下水道事業を含む）

  　① 職員給与費の状況

ア　決算

職員給与費 　（参考）

　　

（注）１　職員手当には退職給与金を含まない。
      ２　職員数は、１９年３月３１日現在の人数である。

イ　 特記事項

H18.10.1に榛名町と合併

② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（１９年４月１日現在）

歳 円 円

歳 円 円

（注）平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。  

 ③ 職員の手当の状況

ア　期末手当・勤勉手当

千円　 千円　

（１８年度支給割合） （１８年度支給割合）

　　　　　　　　期末手当　 勤勉手当 　　期末手当　 勤勉手当

 月分  月分  月分  月分

（ ）月分 （ ）月分 （ ）月分 （ ）月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

（注）　(　  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

イ　退職手当（１９年４月１日現在）

（支給率）　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年 （支給率）　　　　　　　 自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分

その他の加算措置 その他の加算措置

（退職時特別昇給　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ） （退職時特別昇給　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

１人当たり平均支給額　　 千円 千円 １人当たり平均支給額 千円 千円

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、１８年度に退職した職員に支給された平均額である。

13,309

59.28 59.28

定年前早期退職特例措置　2～20％

0 24,509

33.50 42.12

47.50 59.28

・役割加算　　５～２０％

高　　　　　　　　　　　崎　　　　　　　　　　　市 市町村平均（政令指定都市を除く）

23.50 27.30 -

1.6 0.75 - -

1,697 1,766

3.0 1.45 --

高　　　　　　　　　　　崎　　　　　　　　　　　市 市町村平均（政令指定都市を除く）

１人当たり平均支給額（１８年度） １人当たり平均支給額（１８年度）

団 体 平 均 44.4 373,334 571,401

高 崎 市 46.3 383,406 602,000

　　　　　　区　　分 平　均　年　齢 基本給 平均月収額

159,491 609,362 6,771 6,86690 389,222 60,649

　　　　　千円 千円 千円 千円18年度 人 千円 千円

（参考）市町村平均

　　　　　　Ａ 給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 　　計　　Ｂ 　　　　給与費 　　B/A 一人当たり給与費

区　　分 職員数 給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費 一人当たり

％ ％

7.2 8.57,369,987 146,107 534,146

18年度 　　　　千円 千円　 千円　

17年度の総費用に占

Ａ  Ｂ　 　　　　　　Ｂ／Ａ める職員給与費比率

総費用に占める

　質収支 職員給与費比率

区　　分 総費用 純損益又は実

-

-

-

-

-

-

-
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ウ　地域手当

（１９年４月１日現在）

千円

   円

％ 人 ％

（２２年度の制度完成時）

％ ％

（注）国の制度では、平成22年度での完成を目指して、平成18年度から支給率を段階的に引き上げることとしている。                               

エ　特殊勤務手当（１９年４月１日現在）

千円

　円

　％

災害業務手当

災害の拡大を防止する
ために行う災害応急対
策又は応急的な災害復
旧の業務に従事した職
員

日額　500円

下水処理業務手当 水質浄化センター

1　夏季期間(6月1日から
9月30日までをいう。以下
同じ。)以外の期間に下
水終末処理場若しくは下
水中継ポンプ場の下水
処理又は公共下水道管
渠等のしゅんせつの業
務に従事した職員

日額　700円

2　夏季期間に下水終末
処理場若しくは下水中継
ポンプ場の下水処理又
は公共下水道管渠等の
しゅんせつの業務に従
事した職員

日額　800円

水質等試験手当
各上下水道事務所
維持管理課

下水等の水質試験又は
これに伴う汚水、汚泥の
採取等の業務に従事し
た職員

日額　200円

浄水場等業務手当 浄水課水源
浄水場、水源等で塩素
等危険物の取扱業務に
従事した職員

日額　200円

修繕等業務手当
各上下水道事務所
給水課維持管理事務所

給配水管等の修繕又は
漏水調査の業務に直接
従事した職員

日額　200円

料金等徴収・停水業務手当 各上下水道事務所

水道料金等の滞納整理
又は給水停止処分の執
行の業務に従事した職
員

日額　300円

用地取得等交渉業務手当
土地の取得等の交渉業
務に従事した職員

日額　200円

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価

職員全体に占める手当支給職員の割合（１８年度） 36.7

手当の種類（手当数） 7種類

支給実績（１８年度決算） 2,374

支給職員１人当たり平均支給年額（１８年度決算） 71,939

支給対象地域 支給率 一般行政職の制度（支給率）

高崎市 3 3

高崎市 2 90 2

支給職員１人当たり平均支給年額（１８年度決算） 46,522

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 一般行政職の制度（支給率）

支給実績（１８年度決算） 4,187
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オ　時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

（注） 時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。

カ　その他の手当（１９年４月１日現在）

円

円

円

円21,479 千円 715,967管理職手当

管理または監督の地位
にある職員に対して職務
の特殊性に基づき支給

同じ

6,257 千円 102,574

通勤手当

１　交通機関利用者
　運賃相当額を支給（月
額55,000円を限度）

２　交通用具使用者
2km以上5km未満
4,500円
5km以上10km未満
5,500円
10km以上15km未満
8,500円
15km以上20km未満
11,600円
20km以上25km未満
14,600円
25km以上30km未満
17,600円
30km以上35km未満
20,700円
35km以上40km未満
23,700円
40km以上45km未満
26,800円
45km以上50km未満
29,800円
50km以上
32,800円

一部異なる
交通用具使
用者の支給
額

6,017 千円 75,213

住居手当

１　月額12,000円を超え
る家賃を支払う職員に家
賃月額により月額27,000
円を限度に支給
２　自己の所有する住宅
月額4,500円

一部異なる
自己の所有
する住宅の
支給額

（18年度決算）

扶養手当

１　配偶者　月額13,000
円
２　扶養親族たる父母等
6,500円(職員に配偶者
がない場合にあってはそ
のうち1人については
11,000円)
扶養親族である子のうち
に満15歳に達する日後
の最初の4月1日から満
22歳に達する日以後の
最初の3月31日までの間
にある子についてはそれ
ぞれ5,000円を加算

同じ 14,380 千円 217,879

支給職員１人当たり
手　当　名 内容及び支給単価 （18年度決算） 平均支給年額

一般行政職
の制度との
異同

一般行政職
の制度と異
なる内容

支給実績

支 給 実 績 （ 17 年 度 決 算 ） 12,498

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 17 年 度 決 算 ） 137

支 給 実 績 （ 18 年 度 決 算 ） 5,918

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 18 年 度 決 算 ） 65
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円

④定員管理の数値目標及び進捗状況
→６（３）②を参照

管理職員特別
勤務手当

管理職員が臨時又は緊
急の必要その他の公務
の運営の必要により週休
日又は祝日法による休
日等若しくは年末年始の
休日等に勤務した場合
に給する。

部長　10,000円
課長　8,500円
課長補佐　7,000円
係長　6,000円

同じ 39 千円 7,800
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